
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２月 

令和８年 １月 3０日 

横浜市立金沢小学校 

校長  保科  優子 

日本語＝∞（無限大）、子どもの気付きも∞ 

 

教務主任・３年生 担任 奥田 直子 

学校の１年間は、４月に始まり３月に結びを迎えます。 

今年度もラストスパートを掛ける時期となりました。 

  本校では、昨年度から引き続き国語の授業の研究を重点的に行っています。その成果が横浜市学力・学

習状況調査から見えてきました。「ことばのおもしろさやたのしさをかんじながら、国語の学しゅうをしていま

すか」という質問に「している」「どちらかとしている」と回答している児童がどの学年においても、およそ 

80％という高い数値を示していました。 

また、調査結果のデータからだけでなく普段の授業からも研究の成果を感じられる出来事がありました。 

ある国語の時間で学習のまとめを行っていたときのことです。 

【紹介文を書くとき、「まず」「次に」「さらに」という接続語を使うと読む人に伝わりやすくなる】というこ

と学習しました。すると、次のようなやりとりが生まれました。 

児童１：「先生は、話す時にもその言葉を言っているね。はじめに〇〇して、次に●●するよ・・・。って」 

担任１：「確かにそう言っている！ みんなに分かりやすく伝えようとするときに、自然と使っているかも。」 

児童１：「ということは、まず、次に、さらにという接続語は、書くだけじゃなくて、話すときにも使えるんだね。」 

児童２：「つまりは、日本語は∞（無限大）だね。」   

ぞわぞわ・・・・と、私は鳥肌が立つのを感じました。なんて素晴らしい気付きでしょう。子どもの気付きは、

「教師が教える」ということをはるかに超えているのです。 

国語の学習から得た知識を自分の生活と結びつけたり照らし合わせたりする、この姿こそが、ことばのお

もしろさやたのしさをかんじている姿であると私は思います。また、子どもたちから生まれる気付きも無限に

広がっていることを体感しました。 

調査結果などのデータや日頃の授業の様子から子どもたちが確かな力を身に付けていることを実感して

います。同時に、子どもたちの成長する力は、データだけでは計り知れないものであることも身をもって感じま

した。 

これからも子どもたちの未知なる力を最大限に引き出せるような指導者でありたいと思っています。 

そして、保護者の皆様、地域の皆様とともに子どもたちの未知なる力を最大限に引き出せたら幸いです。 

これからも、本校の活動にご理解とご協力をよろしくお願いします。 


